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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原動機と、前記原動機により駆動される発電機と、前記原動機の廃熱を熱源として利用
する熱交換器とを備え、前記原動機の吸気系にエアクリーナ装置が設けられ、前記エアク
リーナ装置で前記原動機に導入する外気を清浄するコージェネレーション装置において、
　前記エアクリーナ装置は、
　前記吸気系に連通されたエアクリーナケースと、
　前記エアクリーナケースのケース内空間を上流空間および下流空間に二分する位置に設
けられ、前記上流空間に導かれた外気を清浄して前記下流空間に導入可能なエアフィルタ
と、
　前記下流空間に設けられるとともに前記エアクリーナケースに対して所定間隔をおいて
配置され、内部空間を有する中空状のレゾネータと、を備え、
　前記レゾネータは、
　前記エアフィルタ側に設けられた外壁と、
　該外壁から間隔をおいて前記エアフィルタの反対側に設けられた外壁と、
　前記レゾネータのうち前記反対側の外壁のみに設けられ、前記下流空間を前記内部空間
に連通する導入口と、
　該導入口と同じ側に設けられ、前記内部空間を前記吸気系のスロットル弁側に連通する
導出口と、を有し、
　前記導出口は前記導入口の上方に設けられ、
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　前記エアクリーナケースに対して前記レゾネータが所定間隔をおいて配置されることで
、前記下流空間において前記エアクリーナケースおよび前記レゾネータ間に下流空間流路
が形成され、
　前記上流空間に導かれた前記外気が前記エアフィルタを経て前記下流空間流路に導かれ
、
　前記下流空間流路に導かれた前記外気が前記導入口を経て前記レゾネータの内部空間に
導かれることで前記外気の吸気音を抑え、
　前記内部空間に導かれた前記外気が前記内部空間を経て前記導出口から前記スロットル
弁側に導出されることを特徴とするコージェネレーション装置。
【請求項２】
　前記導出口がエアクリーナケースにシール材を介して支持され、
　前記シール材で前記下流空間流路および前記吸気系のスロットル弁側の連通が遮断され
ていることを特徴とする請求項１記載のコージェネレーション装置。
【請求項３】
　前記導出口の断面積Ｓ１および前記導入口の断面積Ｓ２は、
　Ｓ１＞Ｓ２の関係が成立することを特徴とする請求項１または請求項２記載のコージェ
ネレーション装置。
【請求項４】
　前記下流空間流路の断面積Ｓ３および前記導入口の断面積Ｓ２は、
　Ｓ３＞Ｓ２の関係が成立することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項記載のコー
ジェネレーション装置。
【請求項５】
　前記下流空間流路の断面積Ｓ３および前記導出口の断面積Ｓ１は、
　Ｓ３＞Ｓ１の関係が成立することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項記載のコー
ジェネレーション装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原動機で駆動する発電機を備えるとともに、原動機の廃熱（排熱）を利用す
る熱交換器を備え、原動機にエア清浄用のエアクリーナ装置が設けられたコージェネレー
ション装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　原動機に備えたエアクリーナ装置は、エアクリーナケース内に外気（エア）を導く吸気
通路が連通され、エアクリーナケース内で浄化されたエアを原動機（エンジン）に導くエ
ア供給通路が連通されている。
　このエアクリーナ装置として、吸気通路をエアクリーナケースの内部に延長させて消音
性能を高め、エアクリーナケース内にエアを導く際の吸気音を良好に低減可能に構成した
ものが知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－２３６０５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、原動機のなかには、発電機と一体に組み付けられて発電ユニットとして用い
られるものがある。
　さらに、この発電ユニットのなかには、原動機の廃熱を利用するコージェネレーション
装置（熱電併給装置）に用いられるものがある。
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　このコージェネレーション装置は、家屋に隣接させて備えられるため、原動機の吸気音
をさらに低減させる技術の実用化が望まれていた。
【０００５】
　本発明は、原動機の吸気音を良好に低減することができるコージェネレーション装置を
提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に係る発明は、原動機と、前記原動機により駆動される発電機と、前記原動機
の廃熱を熱源として利用する熱交換器とを備え、前記原動機の吸気系にエアクリーナ装置
が設けられ、前記エアクリーナ装置で前記原動機に導入する外気を清浄するコージェネレ
ーション装置において、前記エアクリーナ装置は、前記吸気系に連通されたエアクリーナ
ケースと、前記エアクリーナケースのケース内空間を上流空間および下流空間に二分する
位置に設けられ、前記上流空間に導かれた外気を清浄して前記下流空間に導入可能なエア
フィルタと、前記下流空間に設けられるとともに前記エアクリーナケースに対して所定間
隔をおいて配置され、内部空間を有する中空状のレゾネータと、を備え、前記レゾネータ
は、前記エアフィルタ側に設けられた外壁と、該外壁から間隔をおいて前記エアフィルタ
の反対側に設けられた外壁と、前記レゾネータのうち前記反対側の外壁のみに設けられ、
前記下流空間を前記内部空間に連通する導入口と、該導入口と同じ側に設けられ、前記内
部空間を前記吸気系のスロットル弁側に連通する導出口と、を有し、前記導出口は前記導
入口の上方に設けられ、前記エアクリーナケースに対して前記レゾネータが所定間隔をお
いて配置されることで、前記下流空間において前記エアクリーナケースおよび前記レゾネ
ータ間に下流空間流路が形成され、前記上流空間に導かれた前記外気が前記エアフィルタ
を経て前記下流空間流路に導かれ、前記下流空間流路に導かれた前記外気が前記導入口を
経て前記レゾネータの内部空間に導かれることで前記外気の吸気音を抑え、前記内部空間
に導かれた前記外気が前記内部空間を経て前記導出口から前記スロットル弁側に導出され
ることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２は、前記導出口がエアクリーナケースにシール材を介して支持され、前記シー
ル材で前記下流空間流路および前記吸気系のスロットル弁側の連通が遮断されていること
を特徴とする。
【０００８】
　請求項３は、前記導出口の断面積Ｓ１および前記導入口の断面積Ｓ２は、Ｓ１＞Ｓ２の
関係が成立することを特徴とする。
【０００９】
　請求項４は、前記下流空間流路の断面積Ｓ３および前記導入口の断面積Ｓ２は、Ｓ３＞
Ｓ２の関係が成立することを特徴とする。
【００１０】
　請求項５は、前記下流空間流路の断面積Ｓ３および前記導出口の断面積Ｓ１は、Ｓ３＞
Ｓ１の関係が成立することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１に係る発明では、レゾネータの内部空間にエアを導くことで、吸気脈動や衝撃
波にともなって発生するエンジンの吸気音をレゾネータの内部空間で低減（抑制）するこ
とができる。
　加えて、レゾネータをエアクリーナケースに対して所定間隔をおいて配置した。よって
、レゾネータおよびエアクリーナケース間に下流空間流路を形成でき、レゾネータの外壁
に沿って下流空間流路を確保できる。
　このように、レゾネータの外壁に沿って下流空間流路を確保することで、吸気脈動や衝
撃波にともなって発生する原動機の吸気音を外壁に沿った下流空間流路で一層良好に低減
（抑制）することができる。



(4) JP 5685422 B2 2015.3.18

10

20

30

40

50

【００１２】
　さらに、エアクリーナケース内の下流空間にレゾネータを収納した。エアクリーナケー
ス内の下流空間にレゾネータを収納することで、レゾネータに備えた導入口や導出口をエ
アクリーナケース内に配置できる。
　これにより、レゾネータをエアクリーナケース外に備えた場合と比べて、導入口の接続
部や導出口の接続部に対する密封性（シール性）を必要以上に高める必要がない。
【００１３】
　また、請求項１に係る発明では、レゾネータの導入口をエアフィルタの反対側（離間す
る側）に設けた。
　よって、吸気脈動や衝撃波にともなって発生する原動機の吸気音を、レゾネータの内部
空間を経た後、レゾネータおよびエアクリーナケース間の下流空間流路に導くことができ
る。
　これにより、原動機の吸気音をレゾネータで抑制した後、レゾネータおよびエアクリー
ナケース間の下流空間流路でさらに抑制することができるので、原動機の吸気音を一層良
好に低減（抑制）することができる。
　請求項２に係る発明では、導出口がエアクリーナケースにシール材を介して支持されて
いる。さらに、シール材で下流空間流路および吸気系のスロットル弁側の連通が遮断され
ている。
【００１４】
　請求項３に係る発明では、導出口の断面積Ｓ１および導入口の断面積Ｓ２の関係をＳ１
＞Ｓ２とした。
　ここで、レゾネータの下流側にスロットル弁が設けられている。
　よって、Ｓ１＞Ｓ２とすることで、スロットル弁の上流側にあるレゾネータの内部空間
が原動機の吸気時に負圧になる。これにより、スロットル弁を開き気味にして原動機を効
率よく駆動させることができる。
　さらに、導入口の断面積Ｓ２を小さく抑えることで、吸気音をレゾネータの内部空間で
好適に下げることができるので、原動機の吸気音をさらに良好に低減（抑制）することが
できる。
【００１５】
　請求項４に係る発明では、下流空間流路の断面積Ｓ３および導入口の断面積Ｓ２の関係
をＳ３＞Ｓ２とした。
　ここで、下流空間流路の断面積Ｓ３および導入口の断面積Ｓ２の関係をＳ３＜Ｓ２にし
た場合、原動機へのエア吸入最挟部（最小断面図）が下流空間流路の断面積Ｓ３となる。
　この下流空間流路は、レゾネータおよびエアクリーナケース間の隙間で形成される流路
である。よって、下流空間流路の断面積Ｓ３を小さく抑えた場合、下流空間流路のエアを
安定的に流し難くなることが考えられる。
【００１６】
　このため、原動機を安定的に駆動させ難くなり、吸気音が増す虞がある。
　そこで、下流空間流路の断面積Ｓ３および導入口の断面積Ｓ２の関係をＳ３＞Ｓ２とし
て、下流空間流路の断面積Ｓ３を大きく確保するようにした。
　これにより、原動機の吸気音をさらに良好に低減（抑制）することができる。
【００１７】
　請求項５に係る発明では、下流空間流路の断面積Ｓ３および導出口の断面積Ｓ１の関係
をＳ３＞Ｓ１とした。
　ここで、下流空間流路の断面積Ｓ３および導出口の断面積Ｓ１の関係をＳ３＜Ｓ１にし
た場合、請求項４と同様に、下流空間流路の断面積Ｓ３が小さくなる。
　この下流空間流路は、請求項４で説明したように、レゾネータおよびエアクリーナケー
ス間の隙間で形成される流路である。
　よって、下流空間流路の断面積Ｓ３を小さく抑えた場合、下流空間流路のエアを安定的
に流し難くなることが考えられる。
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【００１８】
　このため、原動機を安定的に駆動させ難くなり、吸気音が増す虞がある。
　そこで、下流空間流路の断面積Ｓ３および導出口の断面積Ｓ１の関係をＳ３＞Ｓ１とし
て、下流空間流路の断面積Ｓ３を大きく確保するようにした。
　これにより、原動機の吸気音をさらに良好に低減（抑制）することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明に係るコージェネレーション装置を後方から見た状態を示す斜視図である
。
【図２】図１のコージェネレーション装置から外側パネルを外した状態を示す斜視図であ
る。
【図３】図１の３－３線断面図である。
【図４】本発明に係るコージェネレーション装置を前方から見た状態を示す斜視図である
。
【図５】図４の５－５線断面図である。
【図６】図４の６－６線断面図である。
【図７】本発明に係る内部燃料配管およびミキサーの関係を示す斜視図である。
【図８】図４の８－８線断面図である。
【図９】図８のエアクリーナ装置を示す斜視図である。
【図１０】図９のエアクリーナ装置を示す分解斜視図である。
【図１１】本発明に係るエアクリーナ装置にエアを導く例を説明する図である。
【図１２】本発明に係るエアクリーナ装置のレゾネータで吸気音を抑制する例を説明する
図である。
【図１３】本発明に係るコージェネレーション装置の電子部品を着脱する例や保守、点検
する例を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明を実施するための最良の形態を添付図に基づいて以下に説明する。なお、図中に
おいて、「前」、「後」、「左」、「右」を「Ｆｒ」、「Ｒｒ」、「Ｌ」、「Ｒ」で示す
。
【実施例】
【００２１】
　実施例に係るコージェネレーション装置１０について説明する。
　図１、図２に示すように、コージェネレーション装置１０は、発電収納部１２および電
装収納部１３に区画されたコージェネケース（筐体）１１と、発電収納部１２内の下部に
収納されたエンジン（原動機）１６と、エンジン１６の本体（以下、「エンジン本体」と
いう）１７上部に設けられた発電機１８と、エンジン本体１７側方に設けられた熱交換器
１９と、電装収納部１３内の下部に収納された第１制御部（制御部）２１と、電装収納部
１３内の上部に収納された電力変換部２２と、電装収納部１３内に収納された内部燃料配
管（燃料配管）２４とを備えた熱電併給装置である。
【００２２】
　コージェネケース１１は、前パネル３１、後パネル３２、左サイドパネル３３、右サイ
ドパネル３４およびルーフパネル３５で略矩形体状に形成されている。
　このコージェネケース１１内の左サイドパネル３３寄りに、左サイドパネル３３に沿わ
せて仕切壁３６（図３も参照）が設けられている。さらに、仕切壁３６の上端部３６ａか
ら上仕切部３８が右サイドパネル３４まで延出するように設けられている。
【００２３】
　コージェネケース１１内に仕切壁３６を設けることで、コージェネケース１１内の空間
が発電収納部１２と電装収納部１３との左右の空間に区画されている。
　右側の発電収納部１２は、エンジン１６、発電機１８および熱交換器１９などが収納（
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配設）されている。
　左側の電装収納部１３は、第１制御部２１、電力変換部（インバータユニット）２２お
よび内部燃料配管２４などが収納（配設）されている。
【００２４】
　さらに、コージェネケース１１内に上仕切部３８を設けることで、発電収納部１２の上
方に吸／排気部１４の空間が区画されている。
　吸／排気部１４は、エンジン１６の吸気系４１の一部を構成するエアクリーナ装置４５
（図９参照）、ガス流量調整装置４８、ミキサー４６（図９に示すスロットル弁４７を含
む）が収納（配設）されている。
　さらに、吸／排気部１４は、エンジン１６の排気系５１の一部を構成するマフラー５２
が収納（配設）されている。マフラー５２に排気出口５３が連通されている。
【００２５】
　図２、図３に示すように、仕切壁３６は、発電収納部１２の空きスペース（いわゆる、
デッドスペース）側に後折曲部３７が折り曲げられている。
　この後折曲部３７は、仕切壁３６の後端に設けられた部位であり、後パネル（壁面）３
２に隣接して設けられている。
　そして、後折曲部３７および後パネル３２で凹部５５が形成されている。
【００２６】
　すなわち、凹部５５は、後パネル３２に隣接する空間であり、後折曲部３７および後パ
ネル３２で平面視において略三角形に形成されている。
　このように、電装収納部１３には、コージェネケース１１の空きスペース、具体的には
発電収納部１２の空きスペースを利用して電装収納部１３から発電収納部１２側に凹ませ
た凹部５５が形成されている。
　この凹部５５に内部燃料配管２４が配設されている。
【００２７】
　このように、コージェネケース１１を発電収納部１２と電装収納部１３とに区画し、電
装収納部１３から発電収納部１２側に凹ませた凹部５５を形成し、この凹部５５に内部燃
料配管２４を配設した。
　これにより、内部燃料配管２４を電装収納部１３に配設することができるので、内部燃
料配管２４内を流れるガス燃料（燃料）にエンジン１６から発生した熱の影響を与えない
ようにできる。
【００２８】
　また、コージェネケース１１の空きスペース（いわゆる、デッドスペース）を利用して
凹部５５を形成することで、凹部５５を形成するための空間をコージェネケース１１内に
新たに確保する必要がない。
　これにより、コージェネケース１１を小さく抑えることができ、コージェネレーション
装置１０の小型化を図ることができる。
【００２９】
　さらに、コージェネケース１１の後パネル３２に隣接させて凹部５５を設け、凹部５５
を平面視において略三角形に形成した。
　よって、略三角形の凹部５５の一辺を後パネル３２の一部３２ａで兼用（形成）し、他
辺を電装収納部１３の仕切壁３６（具体的には、後折曲部３７）で形成することができる
ので、略三角形の凹部５５を形成する電装収納部１３の仕切壁３６を小さく抑えることが
できる。
【００３０】
　加えて、仕切壁３６の後折曲部３７を一箇所で折り曲げるだけの簡素な構成で、略三角
形の凹部５５の他辺を形成することができる。
　このように、略三角形の凹部５５を形成する仕切壁３６の後折曲部３７を小さく抑え、
かつ、仕切壁３６の後折曲部３７を一箇所で折り曲げるだけの簡素な構成とすることで、
コージェネレーション装置１０のコスト低減を図ることができる。
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【００３１】
　図４～図６に示すように、エンジン１６は、吸気系４１に設けられたエア吸気部４２と
、エア吸気部４２の下流側に設けられたエアクリーナ装置４５と、エアクリーナ装置４５
の下流側に設けられたガス流量調整装置４８と、ガス流量調整装置４８の下流側に設けら
れたミキサー４６（図７参照）と、ミキサー４６に含まれたスロットル弁４７（図８参照
）とを備えたガスエンジンである。
【００３２】
　吸気系４１によれば、エア吸気部４２から吸い込んだエア（外気）が第１エア導入路４
３および第２エア導入路４４を経てエアクリーナ装置４５に導かれる。第１エア導入路４
３はラビリンス状に形成されている。
　エアクリーナ装置４５に導かれたエアがエアクリーナ装置４５で浄化され、浄化された
エアがミキサー４６でガス燃料と混合される。
　混合されたガス燃料がスロットル弁４７（図７参照）を経てエンジン１６の燃焼室１７
ａ内に導入され、エンジン１６が駆動する。
【００３３】
　図４に示すように、発電機１８は、エンジン本体１７の上部に設けられ、発電機１８の
駆動軸がエンジン１６のクランクシャフトに同軸上に連結されている。
　エンジン１６で発電機１８を駆動することにより、発電機１８で電力（交流電力）を発
電することができる。
【００３４】
　熱交換器１９は、エンジン１６の排気ガスが導かれるとともに外部から水が矢印Ｗａ（
図２参照）の如く導かれ、排気ガスと水との間で熱交換することにより水を昇温するもの
である。
　このように、エンジン１６の廃熱（排熱）を熱源として利用して温水を生成し、生成し
た温水の熱をコージェネレーション装置１０の外部に矢印Ｈｗ（図２参照）の如く導き出
して暖房などに用いることが可能である。
【００３５】
　図２に示すように、第１制御部２１は、仕切壁３６の略下半部に設けられることで電装
収納部１３に配設されている。
　この第１制御部２１は、例えば、漏電遮断機が例示されるが、これに限定するものでは
なくその他のエンジン制御機能を備えることも可能である。
【００３６】
　ところで、コージェネレーション装置１０は、エアクリーナ装置４５の右側（吸／排気
部１４の空間）に第２制御部２３を備えている。
　第２制御部２３は、エンジン１６の始動時に発電機１８をスタータ機能に切り換え、エ
ンジン１６の始動後に発電機１８をジェネレータ機能に切り換えるようにエンジン１６を
制御する機能などを備えるＥＣＵである。
　この第２制御部２３は、発電収納部１２以外の空間であれば設置に制限がないため、電
装収納部１３に配設することも可能である。
【００３７】
　電力変換部２２は、仕切壁３６の上半部に設けられることで電装収納部１３に配設され
ている。
　電力変換部２２は、発電機１８で発生した交流電力を要求仕様電力に変換するインバー
タユニットである。
【００３８】
　図２、図７に示すように、内部燃料配管２４は、左サイドパネル３３（図１も参照）近
傍の支持ブラケット２８にパネル側端部２５ａが設けられ、ガス流量調整装置４８にガス
流量調整側端部２７ａが設けられている。
　パネル側端部２５ａは内部燃料配管２４の上流側端部であり、ガス流量調整側端部２７
ａは内部燃料配管２４の下流側端部である。
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　この内部燃料配管２４は、電装収納部１３に収納された下水平配管部２５および鉛直配
管部２６と、吸／排気部１４に収納された上傾斜配管部２７とを有する。
【００３９】
　下水平配管部２５は、左サイドパネル３３にパネル側端部２５ａが設けられ、パネル側
端部２５ａから後折曲部３７まで略水平に延出されている。この下水平配管部２５は電装
収納部１３に収納されている。
　パネル側端部２５ａは、外部燃料配管を経てコージェネレーション装置１０の外側のガ
ス燃料供給源に連通されている。
【００４０】
　鉛直配管部２６は、下水平配管部２５の折曲部側端２５ｂから後折曲部３７に沿って上
方に向けて上仕切部３８まで延出されている。この鉛直配管部２６は電装収納部１３（具
体的には、凹部５５）に収納されている（図３も参照）。
【００４１】
　上傾斜配管部２７は、鉛直配管部２６の上端２６ａからガス流量調整装置４８まで延出
され、ガス流量調整装置４８にガス流量調整側端部２７ａが連通されている。
　ガス流量調整装置４８に連通された上傾斜配管部２７は吸／排気部１４に収納されてい
る。
　このように、上傾斜配管部２７をガス流量調整装置４８に連通することで、内部燃料配
管２４および外部燃料配管を介してガス流量調整装置４８がガス燃料供給源に連通されて
いる。
【００４２】
　よって、ガス燃料供給源のガス燃料（燃料）を外部燃料配管および内部燃料配管２４を
経てガス流量調整装置４８に供給することができる。
　ガス流量調整装置４８に供給されたガス燃料はガス流量調整装置４８で流量が調整され
てミキサー４６に導かれる。ミキサー４６に導かれたガス燃料がエアクリーナ装置４５か
ら導かれたエアと混合される。ミキサー４６で混合されたガス燃料がスロットル弁４７（
図７参照）を経てエンジン１６の燃焼室１７ａ内に導入される。
【００４３】
　図８に示すように、エアクリーナ装置４５は、吸気系４１に連通されたエアクリーナケ
ース６１と、エアクリーナケース６１内に収納された第１エアフィルタ６５および第２エ
アフィルタ（エアフィルタ）６６と、第２エアフィルタ６６の下流側に設けられた中空状
のレゾネータ６８とを備えている。
【００４４】
　図９、図１０に示すように、エアクリーナケース６１は、ミキサー４６に連通されたボ
ックス状のケース本体６２と、ケース本体６２の開口部６２ａに着脱自在に設けられたカ
バー６３とを備えている。
【００４５】
　ケース本体６２は、後端部６２ｂに連通路７１が形成され、連通路７１の外端部７１ａ
がシール材７２を介して吸気系４１の導入配管７４に連通されている。
　このケース本体６２は、第２エア導入路４４（図６参照）に連通するエア吸込口６２ｃ
（図６参照）が形成されている。
【００４６】
　図６に示すように、カバー６３は、ケース本体６２の開口部６２ａに取り付けられた状
態で、第１エアフィルタ６５および第２エアフィルタ６６が収納されている。
　このカバー６３は、カバー６３の開口部６３ａのうち右端部６３ｂがケース本体６２の
エア吸込口６２ｃに連通されている。
　第１エアフィルタ６５の下流側、すなわちレゾネータ６８側に第２エアフィルタ６６が
設けられている。
【００４７】
　図８に示すように、第２エアフィルタ６６は、エアクリーナケース６１のケース内空間
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を上流空間７６および下流空間７７に二分する位置に設けられている。
　上流空間７６はカバー６３内に形成され、下流空間７７はケース本体６２に形成されて
いる。
　上流空間７６がケース本体６２のエア吸込口６２ｃ（図６参照）に連通されている。
　上流空間７６の下流側に下流空間７７が形成されている。
　上流空間７６および下流空間７７は第２エアフィルタ６６を介して連通されている。
【００４８】
　エアクリーナ装置４５によれば、吸気系４１の第２エア導入路４４（図６参照）を経た
エアが上流空間７６で、かつ第１エアフィルタ６５の上流側に導かれる。
　第１エアフィルタ６５の上流側に導かれたエアは第１エアフィルタ６５で清浄されて第
２エアフィルタ６６側に導かれる。
　第２エアフィルタ６６側に導かれたエアは第２エアフィルタ６６で清浄されて下流空間
７７に導かれる。
【００４９】
　下流空間７７に中空状のレゾネータ６８が設けられて（収納されて）いる。
　レゾネータ６８は、断面略矩形状のボックス形に形成されて、下流空間７７を経たエア
を内部空間６９に導入することでエアの吸気音を抑える消音部（サイレンサー）である。
　このレゾネータ６８は、下流空間７７に設けられるとともにエアクリーナケース６１に
対して所定間隔をおいて配置されている。
【００５０】
　このように、レゾネータ６８をエアクリーナケース６１に対して所定間隔をおいて配置
することで、レゾネータ６８およびエアクリーナケース６１間に下流空間流路７８が形成
されている。
　換言すれば、レゾネータ６８の上外壁６８ａ、下外壁６８ｂおよび後外壁６８ｃに沿っ
て下流空間流路７８を確保することができる。
　この下流空間流路７８をレゾネータ６８内にエアを導入する流路として利用することが
できる。
【００５１】
　下流空間流路７８は、断面積Ｓ３に形成されている。
　ここで、下流空間流路７８は、レゾネータ６８およびエアクリーナケース６１間に形成
されるので断面積を均一に保つことが難しい。
　よって、下流空間流路７８の断面積のうち最小断面積を断面積Ｓ３として示す。
【００５２】
　このレゾネータ６８は、下流空間流路７８を中空状の内部空間６９に連通する導入口６
８ｄと、中空状の内部空間６９を吸気系４１の導入配管７４に連通する導出口６８ｅとを
有する。
【００５３】
　導入口６８ｄは、第２エアフィルタ６６の反対側（すなわち、離間する側）に設けられ
ている。
　この導入口６８ｄは断面積Ｓ２に形成されている。
　このように、第２エアフィルタ６６の反対側に導入口６８ｄを設けることで、吸気脈動
や衝撃波にともなって発生するエンジン１６の吸気音を、レゾネータ６８の内部空間６９
を経た後、下流空間流路７８に導くことができる。
　これにより、エンジン１６の吸気音をレゾネータ６８で抑制した後、下流空間流路７８
でさらに抑制することができる。
【００５４】
　導出口６８ｅは、ケース本体６２に備えた連通路７１の内端部７１ｂにシール材８１を
介して連通されている。
　このシール材８１で下流空間流路７８と連通路７１との連通が遮断されている。
　導出口６８ｅは、導入口６８ｄと同じ側で、導入口６８ｄの上方に設けられ、スロット
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ル弁４７の上流側に位置する。
　この導出口６８ｅは断面積Ｓ１に形成されている。
【００５５】
　ここで、エアクリーナケース６１内の下流空間７７にレゾネータ６８を収納することで
、レゾネータ６８に備えた導入口６８ｄや導出口６８ｅをエアクリーナケース６１内に配
置できる。
　よって、レゾネータ６８をエアクリーナケース６１外に備えた場合と比べて、導入口６
８ｄの接続部や導出口６８ｅの接続部に対する密封性（シール性）を必要以上に高める必
要がない。
　これにより、製造の容易化を図り、コージェネレーション装置１０のコスト低減を図る
ことができる。
【００５６】
　ここで、導出口６８ｅの断面積Ｓ１、導入口６８ｄの断面積Ｓ２、および下流空間流路
７８の断面積Ｓ３の関係について説明する。
　すなわち、導出口６８ｅの断面積Ｓ１および導入口６８ｄの断面積Ｓ２は、Ｓ１＞Ｓ２
の関係が成立する。
【００５７】
　このように、Ｓ１＞Ｓ２とすることで、スロットル弁４７の上流側にあるレゾネータ６
８の内部空間６９がエンジン１６（図２参照）の吸気時に負圧になる。これにより、スロ
ットル弁４７を開き気味にしてエンジン１６を効率よく駆動させることができる。
　さらに、導入口６８ｄの断面積Ｓ２を小さく抑えることで、吸気音をレゾネータ６８の
内部空間６９で好適に下げることができるので、エンジン１６の吸気音をさらに良好に低
減（抑制）することができる。
【００５８】
　また、下流空間流路７８の断面積Ｓ３および導入口６８ｄの断面積Ｓ２は、Ｓ３＞Ｓ２
の関係が成立する。
　ここで、下流空間流路７８の断面積Ｓ３および導入口６８ｄの断面積Ｓ２の関係をＳ３
＜Ｓ２にした場合、エンジン１６へのエア吸入最挟部（最小断面図）が下流空間流路７８
の断面積Ｓ３となる。
　この下流空間流路７８は、レゾネータ６８およびエアクリーナケース６１間の隙間で形
成される流路である。よって、下流空間流路７８の断面積Ｓ３を小さく抑えた場合、下流
空間流路７８のエアを安定的に流し難くなることが考えられる。
【００５９】
　このため、エンジン１６を安定的に駆動させ難くなり、吸気音が増す虞がある。
　そこで、下流空間流路７８の断面積Ｓ３および導入口６８ｄの断面積Ｓ２の関係をＳ３
＞Ｓ２として、下流空間流路７８の断面積Ｓ３を大きく確保するようにした。
　これにより、エンジン１６の吸気音をさらに良好に低減（抑制）することができる。
【００６０】
　さらに、下流空間流路７８の断面積Ｓ３および導出口６８ｅの断面積Ｓ１は、Ｓ３＞Ｓ
１の関係が成立する。
　ここで、下流空間流路７８の断面積Ｓ３および導出口６８ｅの断面積Ｓ１の関係をＳ３
＜Ｓ１にした場合、下流空間流路７８の断面積Ｓ３が小さくなる。
　この下流空間流路７８は、前述したように、レゾネータ６８およびエアクリーナケース
６１間の隙間で形成される流路である。
　よって、下流空間流路７８の断面積Ｓ３を小さく抑えた場合、下流空間流路７８のエア
を安定的に流し難くなることが考えられる。
【００６１】
　このため、エンジン１６を安定的に駆動させ難くなり、吸気音が増す虞がある。
　そこで、下流空間流路７８の断面積Ｓ３および導出口６８ｅの断面積Ｓ１の関係をＳ３
＞Ｓ１として、下流空間流路７８の断面積Ｓ３を大きく確保するようにした。
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　これにより、エンジン１６の吸気音をさらに良好に低減（抑制）することができる。
【００６２】
　よって、導出口６８ｅの断面積Ｓ１、導入口６８ｄの断面積Ｓ２、および下流空間流路
７８の断面積Ｓ３の関係は、Ｓ３＞Ｓ１＞Ｓ２が成立する。
　このように、下流空間流路７８の断面積Ｓ３を大きくすることで、下流空間流路７８の
エアを安定的に流すことが可能になる。
　よって、エンジン１６を安定的に駆動させて吸気音を下げることができる。
【００６３】
　さらに、導出口６８ｅの断面積Ｓ１および導入口６８ｄの断面積Ｓ２をＳ１＞Ｓ２とす
ることで、スロットル弁４７を開き気味にしてエンジン１６を効率よく駆動させることが
できる。
　加えて、導入口６８ｄの断面積Ｓ２を小さく抑えることで、エンジン１６の吸気音をさ
らに良好に低減（抑制）することができる。
【００６４】
　このように、レゾネータ６８およびエアクリーナケース６１間に下流空間流路７８を形
成することで、第２エアフィルタ６６を経て下流空間７７に導かれたエアが、レゾネータ
６８およびエアクリーナケース６１間の下流空間流路７８に導かれる。
　下流空間流路７８に導かれたエアは、下流空間流路７８を経て導入口６８ｄに導かれる
。導入口６８ｄに導かれたエアは導入口６８ｄを経てレゾネータ６８の内部空間６９に導
かれる。
　レゾネータ６８の内部空間６９に導かれたエアは内部空間６９を経て導出口６８ｅを経
て吸気系４１の導入配管７４に導かれる。
【００６５】
　つぎに、エアクリーナ装置４５のレゾネータ６８で吸気音を抑制する例を図１１～図１
２に基づいて説明する。
　図１１（ａ）に示すように、吸気系４１のエア吸気部４２から外気（エア）を矢印Ａの
如く吸い込む。エア吸気部４２から吸い込んだエアをラビリンス状の第１エア導入路４３
に矢印Ｂの如く導く。
　第１エア導入路４３に導いたエアを第１エア導入路４３に沿って矢印Ｃの如く導く。第
１エア導入路４３を経たエアを第２エア導入路４４（図１１（ｂ）参照）に向けて矢印Ｄ
の如く導く。
【００６６】
　図１１（ｂ）に示すように、第２エア導入路４４に矢印Ｄの如く導かれたエアを第２エ
ア導入路４４に沿って矢印Ｅの如く導く。
　第２エア導入路４４を経たエアをエアクリーナケース６１の上流空間７６に矢印Ｆの如
く導く。
【００６７】
　図１２に示すように、上流空間７６に導かれたエアを第１エアフィルタ６５および第２
エアフィルタ６６で清浄し、下流空間７７の下流空間流路７８に矢印Ｇの如く導く。
　下流空間流路７８に導かれたエアを下流空間流路７８に沿って導入口６８ｄまで矢印Ｈ
の如く導く。導入口６８ｄに導かれたエアを導入口６８ｄを経てレゾネータ６８の内部空
間６９に矢印Ｉの如く導く。
【００６８】
　レゾネータ６８の内部空間６９に導かれたエアを内部空間６９を経て導出口６８ｅに矢
印Ｊの如く導く。導出口６８ｅに導かれたエアを導出口６８ｅを経て矢印Ｋの如く導入配
管７４に導く。
　導入配管７４に導かれたエアをミキサー４６でガス燃料と混合する。混合されたガス燃
料をスロットル弁４７を経てエンジン１６の燃焼室１７ａに矢印Ｌの如く導く。
【００６９】
　このように、レゾネータ６８の下流空間流路７８にエアを導くことで、吸気脈動や衝撃
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波にともなって発生するエンジン１６の吸気音を下流空間流路７８で低減（抑制）するこ
とができる。
　さらに、レゾネータ６８の上外壁６８ａ、下外壁６８ｂおよび後外壁６８ｃに沿って下
流空間流路７８を確保することで、吸気脈動や衝撃波にともなって発生するエンジン１６
の吸気音を下流空間流路７８で一層良好に低減（抑制）できる。
【００７０】
　加えて、レゾネータ６８の導入口６８ｄを第２エアフィルタ６６の反対側（離間する側
）に設けることで、吸気脈動や衝撃波にともなって発生するエンジン１６の吸気音を、レ
ゾネータ６８の内部空間６９を経た後、下流空間流路７８に導くことができる。
　これにより、エンジン１６の吸気音をレゾネータ６８で抑制した後、下流空間流路７８
でさらに抑制することができるので、エンジン１６の吸気音を一層良好に低減（抑制）で
きる。
【００７１】
　ついで、第１制御部２１や電力変換部２２などの電子部品を着脱する例や保守、点検す
る例を図１３に基づいて説明する。
　図１３（ａ）に示すように、電装収納部１３には第１制御部２１や電力変換部２２など
の電子部品が設けられている。
　ここで、第１制御部２１や電力変換部２２などの電子部品を着脱する場合や、保守、点
検する場合に内部燃料配管２４を取り外す必要がある。
【００７２】
　しかし、コージェネケース１１（図３参照）の奥側、すなわち第１制御部２１や電力変
換部２２などの電子部品の中央側に内部燃料配管２４を配設した場合、内部燃料配管２４
の取外しに手間がかかる。
　このため、第１制御部２１や電力変換部２２などの電子部品の着脱や保守、点検に手間
がかかる。
【００７３】
　そこで、コージェネケース１１の後パネル３２（図３参照）に隣接させて凹部５５を設
け、凹部５５に内部燃料配管２４を設けるようにした。
　コージェネケース１１の後パネル３２に隣接させて内部燃料配管２４が設けられている
。
【００７４】
　よって、図１３（ｂ）に示すように、内部燃料配管２４を手間をかけないで容易に取り
外すことができる。
　これにより、第１制御部２１や電力変換部２２などの電子部品の着脱や保守、点検を手
間をかけないでおこなうことができる。
　したがって、コージェネレーション装置１０の組立性、メンテナンス性（保守、点検性
）の向上を図ることができる。
【００７５】
　なお、本発明に係るコージェネレーション装置は、前述した実施例に限定されるもので
はなく適宜変更、改良などが可能である。
　例えば、前記実施例では、原動機としてガスエンジン１６を例示したが、これに限らな
いで、ガソリンエンジンなどの他のエンジンを用いることも可能である。
【００７６】
　また、前記実施例で示したコージェネレーション装置１０、エンジン１１、発電機１８
、熱交換器１９、吸気系４１、エアクリーナ装置４５、スロットル弁４７、エアクリーナ
ケース６１、第２エアフィルタ６６、レゾネータ６８、導入口６８ｄ、導出口６８ｅ、内
部空間６９、上流空間７６、下流空間７７および下流空間流路７８などの形状や構成は例
示したものに限定するものではなく適宜変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００７７】
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　本発明は、原動機で駆動する発電機や原動機の廃熱を利用する熱交換器を備え、原動機
にエアクリーナ装置が設けられたコージェネレーション装置への適用に好適である。
【符号の説明】
【００７８】
　１０…コージェネレーション装置、１６…エンジン（原動機）、１８…発電機、１９…
熱交換器、４１…吸気系、４５…エアクリーナ装置、４７…スロットル弁、６１…エアク
リーナケース、６６…第２エアフィルタ（エアフィルタ）、６８…レゾネータ、６８ｄ…
導入口、６８ｅ…導出口、６９…内部空間、７６…上流空間、７７…下流空間、７８…下
流空間流路、８１…シール材、Ｓ１…導出口の断面積、Ｓ２…導入口の断面積、Ｓ３…下
流空間流路の断面積。

【図１】 【図２】
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